５　校外指導実施中に地震が発生した場合
○各場所や状況において災害の種類や度合いが違うし避難方法も異なるので、引率者は事前調査を確実に行うと共に、常に避難方法を考えつつ校外指導を行うべきである。
○地震の直接被害を避けると同時に、津波やがけ崩れ・火災等の二次被害をも避けるよう対処する判断と行動が必要である。
○地震発生時の基本行動
　　　　一　次　避　難　→　二　次　避　難　→　学校連絡　→　帰校
　　　（児童・生徒確認）　（安全地帯への移動）
	
	教師の指示、行動
	留　意　事　項

	往
復
路
	列
車
	「座席にすわって、ひじかけをしっかりつかみなさい」　

児童・生徒の安否、人数の確認をする。
○列車乗務員の指示に従う。
○指示によって列車を降り、安全な場所に避難する。
	○大きな地震の場合、列車は急停車する。また、線路状況によっては転覆する。
○線路上へ降りることは非常に危険なので、緊急の場合以外は必ず乗務員の指示に従う。


	
	バ
ス
	「頭をおおい、ふせなさい」
○バスが止まったら、乗務員の指示により、下車し安全な場所に避難する。

児童・生徒の安否、人数の確認をする。

	○乗車したらすぐにシートベルトをつけさせる。
○車両火災や他の自動車に注意し安全な場所に避難する。


	
	徒
歩
	「頭をおおい、すわりなさい」

危険な場所を離れ、安全な所に児童・生徒を集める。
児童生徒の安否、人数の確認をし、
学校と連絡をとる。
○状況を判断して、最も近い地区の避難場所へ行く。
○安全が確認できた場合は帰校する。
	○歩行中も引率者は頭上の安全に気を配っておく。
○遠足の途中にある避難場所は、事前に確認しておく。
○地割れ、液状化現象を避け、本震の収まるのを待つ。
○ラジオ等で情報を収集し、安全な帰路をとる。


	
	教師の指示、行動
	留　意　事　項

	目
的
地
	屋
内
	「頭をおおい、すわりなさい」
「机の下へもぐりなさい」
○近くの机の下へもぐる
児童・生徒を避難路、非常口から外へ出す。
安全な広場に誘導し、児童・生徒の安否と人数を確認する。

	○非常口、避難路は常に確認しておく。


	
	森林
・
野原

	「頭をおおい、すわりなさい」
○がけくずれ等のおこらぬ所へ避難する。
児童・生徒の人数を確認する。

	○がけくずれの危険を感じたら地震の最中でも移動し、危険を避ける。


	
	川
・
湖
・
海

	「水辺から離れなさい」
○ただちに高い所へ避難する。

児童・生徒の人数を確認する。
○情報の収集につとめる。

	○高い所へ避難し、安全が確認できるまでは下に降りてこないこと。


○さらに避難できる場所も検討しておく。
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